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共有価値（ ）Shared value

佐藤 洋平理事長

対北朝鮮との試合を応

援するファンの熱狂的な

姿を6月８日夜の 各社TV
のスポーツニュースは伝

えていた。それは、来年

ドイツで開催されるワー

ルドカップへの出場がか

かる大一番であった。翌

、 。朝の新聞各紙は 大見出しでこの勝利を祝った

その脇で、サッカー日本代表チームを率いるジ

ーコ監督の指導力を讃える言葉が踊っていた。

前トルシエ監督は、選手を規律で縛った管理

サッカーを導入し、勝者の座を目指した。それ

は「トルシエ流」と呼ばれるようになった。ジ

ーコ監督は、これとは対極の、個人の力を重視

し選手を自由奔放にやらせたという。6月8日の

勝利によってそれは「ジーコ流」と名づけられ

た。成果を短期に挙げるには、戦術を徹底的に

頭に叩き込み そのためには厳しく管理する ト、 「

ルシエ流」それこそが必要であるように思う。

選手の自立心に委ね自由奔放にやらせる「ジー

コ流」は、長期には向いている方針であろうか

もしれないが、短期に成果を挙げる上では確信

が持てず不安であるように思える。現に、何も

教えないジーコ監督という批判をマスコミは伝

えていた。

サッカー日本代表チームを率いる監督の方針

についてのこの話は、組織の運営管理について

示唆を与えてくれる。組織論によると、組織の

運営管理には求心力と遠心力の両方を備えるこ

とが重要であるという。監督の方針に選手が一

丸となって従うようにする「トルシエ流」は、

求心力を重要視する。この場合、選手個々人の

自立心は軽視される。他方、選手の自立心に委

ねて自由奔放にやらせる「ジーコ流」は、遠心

力に基礎を置く運営管理である。この場合、求

心力をどう装置するかが課題となる。だが、そ

れは「トルシエ流」に求めるものではないと私

は考える。なぜなら、組織の持続性を前提に置

くとき、短期的に成果を上げ得ても、構成員の

能力が上昇していないならば、持続性は保障さ

れないからである 「ジーコ流」が組織の運営。

管理には好ましい。しかし、そこに欠けている

であろうと思われる求心力をいかに装置するか

である。

実は 「ジーコ流」に求心力が無いわけはな、

いのである。選手個々人には、元来 「サッカ、

ー日本代表としてワールドカップへ出場」とい

う「共通する思い」がある上に、熱狂的ファン

がその思いをさらに強化させるという装置が仕

組まれている。これに優る求心力は無いのであ

。 、 「 」る したがって 組織の運営管理に ジーコ流

を適用する場合に考えなければならないのは、

組織の構成員に「共通する思い」をいかに装置

するかである。すなわち、ロベルト . アンM
ガーの言う「共有価値 （ ）の存」 Shared value
在である。

徹底的なコスト削減によって日産を再生させ

たことで著名なゴーン日産最高経営責任者

（ ）は、日産の再生を語った東京大学のCEO
特別講演会で、日産が再生することができたの

は社員全員が「日産の再生」という共通の目標

に向かうことができたからだと述べた。

さて翻って、農業環境技術研究所を見ると、

100年を超える歴史と伝統を備えている、この

間には分野を先導する著名な研究者が多数い

た、国内のみならず国外の研究者からも高い評

価を得ている、など誇るべきことは多い。そこ

に「共有価値」があれば鬼に金棒。それは世界

の農業環境研究を先導する「世界の農業環境研

究拠点となること」に違いあるまい。農業生態

系の安全性と持続性を追及することを当研究所

の基本理念として、持続可能な社会の実現に貢

献するべく、研究の発展を図りたい。
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